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先日御紹介し工し7こようニ．友の会にも舶いヽ会11の皆さん

か，ト・･ンy,増ん，年も改よりtヒこそ･でこの辺て･らｓ機･一

落返り(７)を期待し八ヽるじころです

軋
●

ql!病ｔンタ一.Jの差iエと芙に、新な局面を迎え、その邸ｔ

皆丿､.７ヽらのお知恵り材凱几（臥ヽ琵才ので、その時は、よ

ろしくお肘いします．
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で･、やる気ムンムンで一丸
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ワヲシメの戌年で賃ｔ仏

　　　　　　　

●

とも万ヽく、皆ぎんの御気分のJ：ろいい口が．｜日７もろくあり

まオエうじと、･ヽｔz7ヽらお祈りします．

　

今年もビうそ･よろしく．おっき合い下ｊい．（て｀）
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心こ

　

七号ﾏ･μ勺イリバこよ･)に去年の/2印今日ド北見燧賢良が降．

わ，リリ琵岬丿濠右吋でヽんよりか訟にの了．ご紀介しよ仁

恥原病の学習会位妬

　

師疋も中途と過ぎ、あわ□乱いまの淵となりよしrこ．お!ﾌわりｉ

ｙヽまぜんでしＪうびヽ／口胆斗日

　

今野竃生の今習会が行なわれまし

ドので、ご報告致しよ軋

　　

ぷ席斟ﾕ

　

/7も
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ｍヌテロ１ドのおJ作用．ＪＬＥ。経過ｋ治截え吻

　　　　　　　

おら幻こ５年生111峯の粗糖、ＳＬＥの死囚の与測畔

　　　　　　　

Ｑ）今回の謁演£理りｊるに丈零な呵計の解沈

スラりスは、巾郷妙4が･ありよしに５ＬＥの紅遺訓よ／iﾐ際のKy

畢の紅遇をあわせて

　

又治考いま．今Ｊぞの血漿交挨漸去の対り耐’

肝:.4の問題）とこわヵヽらの血漿気換和去、パルス考３、の説昨nhリ、

浅定的な治凍ぷよない争、色々な治療法はズｈ

ｙない事などＩＬｒこ．又．患者t4少し７･t知識を.愕ますし色々･と･’
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配しま４ので、ｔｉも気刻ぐ・でドｊリ≒のか．副作用7･は一河でキ

あるけ哲燧ｔてのるか;気にしない様に．又死囚でうい賢千をも、

人工透析zyご出禾る様になって、弓の数は滅ヤレトヽる争乞強>iL Th･

０付∩≒

プヽし卜傾了は、自乙竹本

　

フ匹バヘ加

担ｐＮ肘びすなど｀犬在庫勺なJご築カド、恒にヽＦず円謡のうし。tく

便われるもの乞説明しｎいい乱に

乖ﾉJり呼いで

　

㈲!４がjなわj叫匯=り］ダド町jごめびﾌＦさ戻1、い・る力ヽｒ:,うねり

　　

ｙし苓と．案の副竹円のすi外イTI,るrＪぐ．採ムレユ今い慨方．
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ロ,すい牡球るだけ長くずるｌ
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わ倭質防も答にいまし削

　

倆蜘柚よかレハ，発向拉再燃吋の哀仄は同じめ
･

≪患者発生にjeべ瓦はあるヵヽ

　

礼卜り什一如一日一回９仰･征二．ＷＩの服国司八豹云

　

4)遺伝

　

伝梁はあるか

　

小運動はよいか

等でし仁４の冲'ぞ血清学的＆お衣自覚よ4くがないのに検査よ変化を

みるもの)？か又コベレーデス(いスコのうイい謬外線k.同Uマヽ芦

化の掌因ｋなる躇の説明ｒありましμ．

一忿－



約１峙問･5分に幻こりお話がありコy囮は刎呑ふ｡剱娠の予定で、

柊りましrこ。

後の吏有の意牡して

　

か仏心乱輿く柚ヽ匹大淵仙ｔいぐれいに

　

ｺﾞ)をわ寸くＳＬＨこ‰、リ八いべのいパづＬＥ已紬し
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